
地
本
春
闘
総
決

起
集
会
が
３
月
１

日
18
時
よ
り
開
催

し
ま
し
た
。
東
新

潟
機
関
区
分
会
の

長
部
執
行
委
員
の

司
会
あ
い
さ
つ
で

開
会
し
、
地
本
関

川
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
、
来
賓
に
は

地
区
労
会
議
阿
部

事
務
局
長
、
建
交

労
・
鉄
道
部
会
山

崎
委
員
長
の
激
励

と
連
帯
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

決
意
表
明
で
は
、

勝
山
貨
物
協
議
長

と
県
支
部
斉
藤
委

員
長
か
ら
あ
り
ま

し
た
。

決
意
表
明
で
は
、
貨
物
協
・
勝
山
議

長
か
ら
「
春
闘
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

組
合
員
の
70
％
が
赤
字
と
回
答
、
厳
し

い
実
態
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
、
定
期

昇
給
６
ヶ
月
遅
れ
て
実
施
の
問
題
を
追

及
年
度
内
支
払
い
を
求
め
て
い
く
。
取

り
組
み
で
は
、
各
現
場
で
の
申
し
入
れ
・

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
行
動
・
チ
ラ
シ
配
布

な
ど
展
開
し
て
い
く
。
御
協
力
・
御
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。
」

新
潟
県
支
部
・
斉
藤
委
員
長
か
ら
の

決
意
表
明
は
「
厳
し
い
労
働
条
件
・
実

態
に
な
っ
て
い
る
。
雇
用
や
労
働
条
件

な
ど
国
民
の
要
求
改
善
を
闘
っ
て
行
く
、

前
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
働
く

も
の
が
政
治
の
歪
み
を
打
破
し
て
い
く
。

賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
赤
字
が
多
数

だ
。
貨
物
の
諸
問
題
、
東
日
本
で
も
新

人
事
賃
金
制
度
導
入
に
つ
い
て
、
制
度

の
転
換
、
安
全
問
題
な
ど
労
働
条
件
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
闘
っ
て
行
く
。
」
と

あ
り
ま
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
新
潟
地
区
労

会
議
の
阿
部
事
務
局
長
か
ら
「
民
間
で

働
く
労
働
者
の
実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
タ
ク
シ
ー
会
社
で
は
年
収

２
０
０
万
円
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
は
農
協
だ
け

で
は
な
く
労
働
者
の
雇
用
の
問
題
に
つ

い
て
も
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
く
る
。

民
主
党
政
権
は
労
働
者
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
に
な
っ
て
い
な
い
。
闘
う
労
働
者
、

労
働
組
合
を
広
く
訴
え
広
め
て
い
き
た

い
。
国
労
と
同
じ
立
場
で
が
ん
ば
っ
て

い
く
。
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

総
決
起
集
会
は
、
最
後
に
地
本
関
川

委
員
長
の
音
頭
で
、
団
結
頑
張
ろ
う
を

力
強
く
行
い
終
了
し
ま
し
た
。

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
春
闘
本
番
で
す
。
状
況
は

厳
し
い
で
す
が
、
職
場
要
求
の
実
現
・

地
域
と
の
共
同
行
動
な
ど
広
範
に
運
動

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
災
害
で
、
現
状
は
、
春
闘
ど
こ

ろ
で
は
な
い
状
況
で
す
が
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。３

月
も
半
ば
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
春
ら
し
い
天
候
に
な
り
ま
せ

ん
。
春
は
遠
い
で
す
ね
。
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国
鉄
新
潟2011春闘要求を２月９日にＪＲ

各社へ、５０００円の賃上げと統

一要求を申入れ回答指定日を３月

１７日とした。これから、各職場

への申入れや、中央行動の実施や国交省への要請行動な

ど展開される。闘いの展開について、春闘の取り組みと

結合して要求を訴えていく。

ＪＲ東日本は、新人事賃金制度が提案され４月１日実

施されようとしている。３５歳がピークで賃金カーブが

減少する。昇格・昇給が人事考課で行う、成果主義になっ

ている。

ＪＲ貨物では、コスト削減のため要員の減が、３月ダ

イ改で提案された。業務量は少なくなっていない。ベア

０が連続、昨年は昇給が６ヶ月遅れて実施された。貨物

労働者の生活水準が圧迫されている。５０００円の賃上

げ要求について議論はあったが、統一要求として訴える

ことで全体がまとまった。

年収２００万円以下の労働者が１０００万人になって

いる。政治の責任で改善を。今年は自治体選挙、衆議院

の解散あるのか～政治の転換が求められている。春闘を

力強くしていくため、この春闘総決起集会を盛り上げて

いこう。
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今回は、3月15日、現地からの状況報告です。多くのメールが東日本本部に届いてい

ます。全部を載せることができませんでした。この日は、数多くのメールが届いてい

ます。次号も記載していきます。

東日本本部のホームページに詳しく記載されています。写真もあります。


